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第2節　高齢期の暮らしの動向
〇就業率の推移
・�就業率の推移を見ると、60～64歳、65～69歳、70～74歳、75歳以上では、10年前の平成23年の就業率と
比較して、令和3年の就業率はそれぞれ14.4ポイント、14.1ポイント、9.8ポイント、2.1ポイント伸びている。

〇健康寿命は延伸し、平均寿命と比較しても延びが大きい
・�日常生活に制限のない期間（健康寿命）は、令和元年時点で男性が72.68年、女性が75.38年となっており、
それぞれ平成22年と比べて延びている（平成22年→令和元年：男性2.26年、女性1.76年）。さらに、同期
間における健康寿命の延びは、平均寿命の延び（平成22年→令和元年：男性1.86年、女性1.15年）を上回っ
ている。

図1－2－1　年齢階級別就業率の推移
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資料： 総務省「労働力調査」
（注1） 年平均の値
（注2） 「就業率」とは、15歳以上人口に占める就業者の割合をいう。
（注3） 平成23年は岩手県、宮城県及び福島県において調査実施が一時困難となったため、補完的に推計した値を用いている。
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図1－2－2　健康寿命と平均寿命の推移
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資料： 平均寿命：平成13･16･19･25･28年･令和元年は、厚生労働省「簡易生命表」、平成22年は「完全生命表」
 健康寿命：厚生労働省「第16回健康日本21（第二次）推進専門委員会資料」
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〇75歳以上の運転免許保有者10万人当たりの死亡事故件数は減少傾向
・�75歳以上の運転免許保有者10万人当たりの死亡事故件数は減少傾向にある。ただし、令和3年における運
転免許保有者10万人当たりの死亡事故件数は、75歳以上で5.7件、80歳以上で8.2件であり、前年と比較
すると若干増加している。

図1－2－3　�75歳以上の運転者による死亡事故件数及び75歳以上の運転免許保有者10万人当
たりの死亡事故件数
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資料： 警察庁統計による。
（注1） 各年は12月末の運転免許保有者数である。
（注2） 第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。
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80歳以上の運転免許保有者10万人当たりの死亡事故件数（右目盛り）
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